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第1回講演会

『多賀町の自然からこれからを考える

～宝の山 多賀町の地形地質～』

講師：藤本秀弘氏 （山門水源の森を次の世代に引き継ぐ会理事）

平成29年2月11日（土） 14:00 ,...,, 

第2回 講演会と座談会

『化石発掘とまちづくり』
講演会 『もっと自慢しよう多賀町のゾウ化石・シカ化石』

講師：贔橋啓ー氏 （滋賀県立琵琶湖博物館副館長）

座談会 『化石でよみがえる多賀のまち』

歴長：藤本秀弘氏 癌員：贔橋杵ー 氏 • 小平'"隆 他
（多賀町立博物館館長）

平成29年2月26日（日） 14:00 - 16:30 

第3回研究発表会とシンポジウム

多賀町立縛物館研究発よ会「私たちの H然遺産」

6人の方に発表していただ＜予定です。

シ淋
°

ジ汎「n然を活かした地域の未来」
コーディネーター ：藤本 秀弘氏 パネリスト：村長昭義氏• 中JI(fi�氏

（龍谷大学臨時講師）（多賀町立博物館協議会委員）

平成29年3月11日（土） 13:00 - 16:30 
- -- -

企 画 展 示

『「山門水源の森のn然と保全」から学ぶ』
山門水源の森は長浜市西浅井町にあります。里山に囲まれた県内最大級の湿原があり、特色のある生態系が広がっています。
氷河期から存在するこの森は現在，危機を迎えています。その最たるものはシカの食害です。

今回の展示では獣害対策を含めた、これまでの森の保全の歩みを紹介します。2001年に発足した「山門水源の森を次の世代
に引き継ぐ会」では、将来ビジョン「山門水漏の森2050」を設定し今後の森の守リ方についても議論されています。その内容
は県内外を問わず森を守ろうとしている人のヒントになると思います。

今回の展示は、平成28年10月に琵琶湖博物館でも開催されました。

期間：平成29 年 2月 25日（土） -4 月 9日（日）


